



































































































































































































































1 2 3 4 1 2 3 4
ア 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○
イ 　 　 ○ ○ 　 ○ ○ ○
ウ 　 　 ○ 　 ○ 　 ○ ○
エ 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○
オ ○ 　 　 　 ○ 　 ○ ○
カ 　 ○ ○ 　 　 ○ ○ ○
キ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○
ク 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○
ケ ○ ○ ○ 　 　 ○ ○ ○
コ 　 　 ○ 　 　 　 ○ 　
サ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
シ 　 ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○
ス 　 　 ○ ○ 　 　 ○ ○
96
きの基となる経験が必要である。児童がゴムや材料など科学的な視点を使った気付きを使うために，試行錯誤をする経
験が有効な手段の１つであると考える。
　また，児童ウと児童サは試行錯誤をする経験を友達と共有していることも共通している。児童ウは自分が気付かない
ことを友達から教えてもらい，児童サは友達と一緒に活動しながら今までにない気付きを生み出している。試行錯誤を
する経験から生まれた思いや考えを友達と共有することで，気付きとして記述されると考える。
６　本研究の成果
　多様な気付きの視点を獲得するために，気付きの視点を作り出す活動は有効かどうか，ワークシートと作文の記述を
比較して考察した。全員で作り出した気付きの視点を用いたワークシートを使うことで，単元終末の作文では13人中７
人の児童に気付きの視点の増加が見られた。７名の児童は，ワークシートで使った視点に加え，新たな視点を用いて作
文を書いていることから，多様な気付きの視点を獲得したと考える。一方，作文で視点の増加の見られない６人の児童
のうち，１人は用いる視点が変化し，５人は視点の増加も変化もなかった。これらの児童が多様な視点を獲得したかを，
作文の記述から判断することはできない。さらに全体の分析及び抽出児の分析を通し，次の２点が指摘できる。
〇感情を伴った経験の重要性
　本実践において，４つの気付きの視点のうち，自分の思ったことややってみたいこと，自分ができるようになったこ
とや友達のこと，この２つの視点は13人中12人の児童が使っていた。一方，ゴムや材料など科学的な視点を使った児童
は13人中４人と，他の視点に比べて使っている児童は少なかった。おもちゃというものに対する気付きより，おもちゃ
を作る自分への気付きが多く見られた。それは，おもちゃを作る経験においておもちゃができてうれしい，楽しい，
もっと作りたいという思いを強くもっていたからであろう。自分の感じたことや思ったこと，自分ができるようになっ
たことや友達のことに関する気付きは，思いを高める経験が基となり生まれると考える。
〇友達との試行錯誤の経験の価値
　ものに対する科学的な気付きを高めた児童は，友達と関わりながらおもちゃの材料を工夫したり色々な材料で試した
りする経験をしていた。このような試行錯誤をする中で，児童はものとの関わりを深めていた。さらに，友達と関わる
ことで友達の悩みやつまずき共有することができ，気付きが生まれていた。気付きの視点を設定しただけでは科学的な
視点は使われにくい。そこで，意図的に友達と関わりながら試行錯誤する場面を作ることが，児童が科学的な視点を使
う１つの方法として考えられる。
７　今後の課題
　科学的な気付きの視点を使った児童は，友達との試行錯誤の経験をしていたことが抽出児童の分析から見出された。
しかし，抽出児童の様子から見出された知見であり，実践によって実証されたものではない。有効であると主張するた
めには，実践により実証する必要がある。
　また，気付きの視点を用いて記述すれば気付きの視点を獲得したことになるのか，児童が視点を獲得する姿について
の検討が十分ではない。気付きの視点を用いていない児童も視点を獲得していることが考えられる。記述という表出さ
れたものだけを分析する以外の方法でも，気付きの視点の獲得について考えていきたい。
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